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令和５･６年度執行体制を決定 

第 129 回理事会議事概要 

令和５年６月 13 日（火） 

ビルメンテナンス会館４階 

第１ 審議事項  

第１号議案 令和５・６年度 執行体制について 

標記について提案説明があり、全会一致で承認された。 

■提案説明 

１ 委員会の体制 

各委員の委員会配置については、退任された方、新任の方もいらっしゃるの 

で、若干の異動がある。委員長には、委員会運営のリーダーをお願いするが、 

これまでの活動のさらなる発展に向けてご尽力をお願いする。 

必要に応じて設置する特別委員会については、来年 7 月に開催を予定して 

いるビルメンテナンスフェアに向けて、時限的にビルメンテナンスフェア実行

委員会を設置する。 

また、副会長には、業務執行理事として可能な限り委員会にご出席いただき、 

担当委員会の活動を総合的に統括し、委員長とともに協会の方針に沿って事業

の推進をお願いする。理事の個々の配置までは読み上げないが、担当副会長の

下、各委員会の活動の推進をお願いする。 

２ 相談役の選任 

最高相談役に狩野様、相談役に麻生様、西道様、原田様の計 4 名に引き続き 

委嘱する。任期は、本日から令和 7 年の定時総会終了時までである。 

 

第２号議案 令和５・６年度 理事会の議長について 

標記について提案説明があり、全会一致で承認された。 

■提案説明 

定款では、理事会の議長は理事会で定めることになっているが、3 人の副会長

に交代でお務めいただくようお願いする。 

 

第３号議案 令和５・６年度 委員会基本方針について 

標記について提案説明があり、全会一致で承認された。 
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■提案説明 

今期は以下の基本方針に基づいて各委員会を運営していく。 

１ 委員会運営の基本的事項（主な変更点） 

コロナ禍への対応部分については、新型コロナウイルスの感染法上の位置づ

けが 5 類に移行し、協会の業務が原則として通常ベースとなったことから、委

員会運営及び事業を本来の姿に戻すこととする。 

２ 各委員会の重点課題（主な変更点） 

労務管理委員会では、最近の熱中症や屋上からの転落に伴う死亡事故発生を

踏まえ、重大事故の発生ゼロを目指し、労働安全衛生の一層の徹底を図る。 

広報委員会では、アンケート調査の実施等、新たに広聴活動の強化を盛り込ん

だ。建築物施設保全委員会では、近年、実習を伴った講習の受講を望む会員が

増加し、一部の科目で 2 か月前の募集開始当日に満席になるなど、各社の希望

に一部対応できていない状況に鑑み、引き続き講師の獲得や育成に努めるとと

もに、講習会の拡充や定員増員に努めていく。障がい者等自立支援委員会では、

清掃の技術指導や清掃等に関する都立特別支援学校の一層の理解促進を図る

旨を盛り込んだ。 

  各委員会においては、この基本方針の下に委員会の運営方針を定め、今後 2

年間の運営をしていく。 

 

第４号議案 有識者理事との利益相反取引について 

標記について提案説明があり、全会一致で承認された。 

■提案説明 

 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律八十四条及び九十二条に基づき、

理事の利益相反取引について事前に理事会の承認を得る手続である。 

具体的には、協会の法律顧問をお願いするとともに、随時の法律相談や広報誌

『ネットワーク東京』の執筆などをお願いしている江村理事及び労務関係の講

演会やセミナーの講師、そしてテキスト等への執筆をお願いしている森井理事

との契約について、あらかじめご承認いただきたい。 
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第３ 報告事項  

１ 全国協会報告 

第 18 回ビルクリーニング技能競技会東京大会の実施報告 

5 月 18 日に行われた同大会について報告する。 

同大会は、全国協会東京地区本部と東京協会の共催で開催した。前回は 

コロナ禍でもあり無観客だったが、今回はコロナも少し落ち着き、たくさ 

んの方々の応援と、立ち見が出るぐらいのご来場をいただいた。 

当日は、12 社、18 名の選手が競い、金賞は東京海上日動ファシリティー 

ズ株式会社の引間様、銀賞は株式会社第一ビルメンテナンスの本多様だっ 

た。二人は、11 月 16 日、東京ビッグサイトで 2 年に 1 度開催される全国 

ビルクリーニング技能競技会に東京地区本部の代表選手として出場する。 

 

２ 委員会報告 

（１）総務委員会  

ア 第 13 回定時総会の実施報告 

さきの定時総会における出席者数及び議決状況の最終的な内訳を報告 

する。出席者数は 370 社だった。うち会場出席は 67 社、委任状が 246 社、 

議決権行使書が 57 社だった。会場出席者からは、全議案、事実上満場一 

致で賛成が得られ、全議案にご承認いただいた。 

イ 第 45 回海外研修視察の実施 

コロナ禍のため、平成 30年を最後に実施を延期していた海外研修だが、 

今回オーストラリアのシドニーを訪問する。世界遺産オペラハウスの視 

察をはじめ入植当時の建物群が残るロックス地区など、新旧の建築物の 

視察を行う。日程は、10 月 27 日から 11 月 1 日までの 4 泊 6 日。会員の 

皆様には、6 月上旬の定期便にてパンフレットを郵送しているが、従業員 

へのご案内をお願いする。 

ウ 今後の理事会開催予定日 

理事会は、原則として奇数月の第一火曜日 15 時からこの会館で開催す 

る。例外となる 7 月は、新旧役員及び新委員の懇親を深める役員・委員の 

集いを浅草ビューホテルで開催するため、理事会会場も同ホテルとなる。 

年明けの 1 月は、新年賀詞交歓会を浅草ビューホテルで開催するため、 

理事会会場も同ホテルとなる。 
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（２）労務管理委員会 

    ロープ高所作業安全強化月間の実施 

労務管理委員会では、東京ガラス外装クリーニング協会と合同で、例年 

6 月をロープ高所作業安全強化月間と位置づけ、高所作業での転落・墜落 

等の災害防止への意識を高めてもらうための取組みを行っている。先月、 

都内で重大な転落死亡事故があったことを踏まえ、注意喚起と啓発を目 

的に全会員にチラシを配付した。また、月間の取組みの一環として、9 日 

にガラス外装クリーニング協会から講師を招き、ロープ高所作業管理者 

教育セミナーを開催したところ、満席となった。22 日にはロープ高所作 

業の現場を訪問し、事故防止のための技術的なアドバイスを行う安全パ 

トロールを開催する。 

  

（３）厚生委員会 

    コロナ禍で中止をしていた野球大会を 4 年ぶりにサンケイスポーツ 

   センターで実施、16 チームが参加した。5 月 21 日に予選、28 日に準決 

勝、決勝戦を実施した。久しぶりの開催で、また夏日並みの気温だったが、 

けがや熱中症もなく、無事終了した。優勝は株式会社サニクリーン東京 

だった。 

6 月 6 日、紫カントリークラブ・すみれコースで、26 名の参加者を得 

てゴルフ大会を実施し、今回から通常どおり懇親会を伴う形で表彰式を 

行うことができた。優勝は、株式会社 NAOX の長堀直幸様だった。 

都立動物園・水族園招待事業への招待人数は 95 組、190 名。多数のご 

   応募をいただき、抽選の結果、当選者に 5月 29日にチケットを発送した。 

6 月 25 日、今年度 1 回目の演奏会特別招待事業を池袋の東京芸術劇場 

で行う。招待人数は 10 組、20 名。多数のご応募をいただき、抽選の結果、 

6 月 8 日当選者にチケットを発送した。 

 

３ 事務局報告 

（１）主な出来事 

5 月 9 日：三役会、第 128 回理事会、東京地区本部会議 

  10 日：地区本部事務局長会議 

       23 日：東京ビル管理用品協同組合 
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創立 50 周年記念総会懇親会（祝辞） 

26 日：東京ガラス外装クリーニング協会総会懇親会（挨拶） 

29 日：東京都警備業協会意見交換会 

（２）今後の予定 

     6 月 19 日（月）：優良従業員表彰式 

（会場：東京国際フォーラム ホール C） 

        7 月 4 日（火）：三役会、第 130 回理事会、役員・委員の集い 2023 

（会場：浅草ビューホテル） 

12 日（水）：全国協会東京地区代議員会議 

27 日（木）：全国協会定時総会（会場：浅草ビューホテル） 

        9 月 5 日（火）：三役会、第 131 回理事会 

10 月 3 日（火）：三役会 

13 日（金）：労働安全衛生大会 

（３）会員数の推移 

正会員 510 社、賛助会員 67 社（６月 1 日現在） 

（４）事務局職員職務分担 

休職していた職員が復職したため、一部委員会の担当が変更となった。 

 

４ その他 

委員会委員の選任 

委員会の委員についても今期末で任期切れとなるため、新委員長を中心 

に検討の上、今月 26 日までにご推薦をお願いする。委員候補者名簿は次回 

7 月の理事会に付議する。 

 （了） 


